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11
平
成
20年
度
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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12
平
成
20年
度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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13
平
成
20年
度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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年
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四

14
平
成
20年
度
山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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15
監
査
委
員
の
意
見

平
成
21年

9月
9日

山
梨
県
知
事
　
横
　
内
　
正
　
明
　
殿

山
梨
県
監
査
委
員
　
戸
　
　
島
　
　
義
　
　
人

山
梨
県
監
査
委
員
　
中
　
　
込
　
　
孝
　
　
元

山
梨
県
監
査
委
員
　
土
　
　
屋
　
　
　
　
　
直

山
梨
県
監
査
委
員
　
棚
　
　
本
　
　
邦
　
　
由

平
成
20年

度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
意
見
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
233条

第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
20年

度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

平
成
20年

度
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

第
1
審
　
査
　
の
　
対
　
象

平
成
20年

度
　
　
山
　
梨
　
県
　
一
　
般
　
会
　
計

平
成
20年

度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計

平
成
20年

度
山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計

第
2
審
　
査
　
の
　
期
　
間

平
成
21年

8月
10日

か
ら
平
成
21年

9月
7日
ま
で
　

第
3
審
　
査
　
の
　
手
　
続

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
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1
決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
票
及
び
証
拠
書
類
等
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
か

2
予
算
の
執
行
は
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か

3
財
務
に
関
す
る
事
務
は
、
財
務
規
則
及
び
関
係
法
令
等
に
適
合
し
て
公
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

4
財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
は
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
諸
点
に
主
眼
を
お
き
、
決
算
報
告
書
、
諸
帳
票
及
び
証
拠
書
類
等
を
精
査
照
合
す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
か
ら
概
況
を
聴
取
し
、
併
せ
て
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
踏

ま
え
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

第
4
審
査
の
結
果
及
び
意
見

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
は
、
関
係
諸
帳
票
、
証
拠
書
類
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
残
高
証
明
書
の
計
数
と
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
、
予
算
の
執
行
、
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
財
産
の
管

理
は
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
留
意
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

1
一
般
会
計
に
つ
い
て

（
1）
歳
　
入

①
　
歳
入
決
算
額
は
、
4,516億

4,759万
1,369円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
102億

2,859万
5,882円

（
2.3％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
状
況
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
で
み
る
と
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
自
主
財
源
が
41.7％

、
依
存
財
源
が
58.3％

と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
1.7

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
依
存
財
源
が
、
134億

7,071万
932円

（
5.4％

）
増
加
す
る
一
方
、
自
主
財
源
は
、
32億

4,211万
5,050円

（
1.7％

）
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

我
が
国
の
経
済
の
動
向
は
、
戦
後
最
大
の
世
界
同
時
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
本
県
経
済
に
つ
い
て
も
、
一
部
に
持
ち
直
し

の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
雇
用
情
勢
や
個
人
消
費
な
ど
の
低
迷
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
済
動
向
の
中
で
、
県
の
財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
、
県
内
経
済
の
活
性
化
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
県
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
充
実
、
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

同
時
に
、
地
方
税
財
源
の
充
実
と
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
・
財
源
調
整
機
能
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

②
県
債
は
、
695億

6,290万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
44億

1,340万
円
（
6.8％

）
増
加
し
、
県
債
発
行
額
が
県
債
償
還
元
金
597億

4,956万
9,912円

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
残
高
は
8,872

億
1,532万

3,318円
と
年
々
累
増
し
て
い
る
。

県
債
残
高
の
増
加
は
、
後
年
度
の
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
県
債
等
残
高
削
減
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

③
　
不
納
欠
損
額
は
、
3億
7,310万

2,554円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
6,648万

4,208円
（
15.1％

）
減
少
し
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
債
権
管
理
の
効
率
性
や
決
算
に
お
け
る
債
権
の
適
正
な
表
示
を
行
う
意
味
か
ら
、
常
に
実
態
の
把
握
に
努
め
、
時
効
期
限
が
到
来
し
た
債
権
な
ど
に
つ
い
て
速

や
か
に
不
納
欠
損
処
分
の
手
続
き
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

④
　
収
入
未
済
額
は
、
50億

9,769万
1,855円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
1億
2,510万

5,070円
（
2.5％

）
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
県
税
の
収
入
未
済
額
は
、
42億

7,728万
196円

で
あ
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
個
人
県
民
税
23億

3,315万
8,936円

、
自
動
車
税
7億
9,675万

6,964円
及
び
不
動
産
取
得
税
6億
1,889

万
3,001円

で
あ
る
。

県
税
以
外
の
収
入
未
済
額
の
主
な
も
の
は
、
県
営
住
宅
使
用
料
4億
55万

4,941円
、
県
税
の
加
算
金
等
4,341万

3,706円
及
び
児
童
福
祉
費
負
担
金
3,070万

6,351円
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
は
、
50億

9,769万
円
余
と
引
き
続
き
多
額
で
あ
る
。
債
権
の
回
収
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
確
保
と
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
と
も
滞
納
の
実
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態
把
握
に
努
め
、
督
促
、
滞
納
処
分
等
法
令
に
基
づ
く
厳
正
な
債
権
管
理
を
行
い
、
収
入
未
済
額
の
解
消
と
新
規
発
生
の
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
2）
歳
　
出

①
　
歳
出
決
算
額
は
、
4,447億

3,598万
7,987円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
92億

5,473万
3,412円

（
2.1％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

性
質
別
決
算
状
況
を
み
る
と
、
行
政
経
費
は
2,252億

3,148万
6,000円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
7億
225万

4,000円
（
0.3％

）
減
少
し
、
構
成
比
も
50.6％

と
前
年
度
よ
り
1.3ポ

イ
ン
ト
減
少

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
職
員
数
の
純
減
と
、
退
職
者
数
の
減
少
に
よ
り
人
件
費
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

投
資
的
経
費
は
1,056億

7,380万
7,000円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
17億

6,214万
1,000円

（
1.6％

）
減
少
し
、
構
成
比
も
23.8％

と
前
年
度
よ
り
0.9ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

公
債
費
（
公
債
費
か
ら
公
債
費
に
か
か
る
物
件
費
を
除
い
た
額
）
は
743億

6,230万
2,000円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
30億

8,755万
2,000円

（
4.3％

）
増
加
し
、
構
成
比
も
16.7％

と
前
年
度

よ
り
0.3ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
発
行
し
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
償
還
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

今
後
と
も
、
公
債
費
や
人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
の
抑
制
を
図
り
、
硬
直
化
が
進
む
財
政
体
質
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
翌
年
度
繰
越
額
は
、
109事

業
、
298億

8,755万
3,926円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
金
額
で
は
、
13億

4,688万
3,107円

（
4.7％

）
増
加
し
た
も
の
の
、
事
業
数
で
は
１
事
業
減
少
し
て
い
る
。

内
訳
は
、
継
続
費
逓
次
繰
越
3事
業
、
2億
2,175万

2,061円
、
繰
越
明
許
費
78事

業
、
278億

5,152万
2,964円

、
事
故
繰
越
し
28事

業
、
18億

1,427万
8,901円

で
あ
る
。

今
後
と
も
計
画
的
な
事
業
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
不
用
額
は
138億

3,527万
906円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
16億

9,469万
7,062円

（
14.0％

）
増
加
し
て
い
る
。

今
後
と
も
事
務
事
業
の
見
直
し
を
さ
ら
に
進
め
、
実
態
に
即
し
た
予
算
の
配
分
と
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2
特
別
会
計
に
つ
い
て

①
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
ほ
か
11会

計
の
歳
入
総
額
は
、
2,763億

7,785万
7,801円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
255億

6,366万
3,905円

（
10.2％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
総
額
は
、
2,655億

3,682万
2,493円

で
前
年
度
と
比
較
し
て
314億

9,595万
1,147円

（
13.5％

）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
108億

4,103万
5,308円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
59億

3,228万
7,242円

（
35.4％

）
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

③
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
2億
5,191万

4,033円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
105億

8,912万
1,275円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
57億

4,044万
2,045円

（
35.2％

）
減
少
し
て
い
る
。

④
各
会
計
ご
と
の
収
入
未
済
額
の
総
額
は
、
85億

9,437万
1,644円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
23億

2,673万
512円

（
37.1％

）
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特

別
会
計
に
お
い
て
「
身
延
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
事
業
協
同
組
合
」
等
の
収
入
未
済
額
が
23億

1,683万
5,121円

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
収
入
未
済
額
の
主
な
も
の
は
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
に
係
る
平
成
13年

に
破
綻
し
た
「
味
の
ふ
る
さ
と
協
業
組
合
」
の
55億

2,993万
6,000円

で
あ
る
。

今
後
も
、
適
切
な
債
権
管
理
を
行
い
、
一
層
収
納
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
期
の
収
入
未
済
金
に
つ
い
て
は
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な
ど
、
実
態
に
即
し
適
切
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

（
収
入
未
済
額
の
内
訳
）

恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

3,119万
6,666円

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

1億
3,561万

9,025円
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

82億
7,762万

6,803円
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

1億
4,783万

8,701円
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

209万
449円
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3
財
政
運
営
に
つ
い
て

①
本
県
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
で
は
県
税
等
の
減
少
に
よ
り
自
主
財
源
総
額
は
1,881億

1,583万
6,749円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
32億

4,211万
5,050円

（
1.7％

）
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
経
常
一
般
財
源
が
増
加
し
な
い
状
況
の
中
で
、
介
護
保
険
、
老
人
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
費
関
係
や
公
債
費
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
常
収
支

比
率
は
前
年
度
と
比
較
し
て
0.2ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
て
93.1％

と
な
っ
て
い
る
。

②
実
質
公
債
費
比
率
は
12.9％

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
0.5ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
る
。

③
今
後
も
歳
入
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
一
方
で
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
社
会
保
障
費
関
係
や
公
債
費
な
ど
の
増
嵩
、
ま
た
財
源
不
足
を
補
填
す
る
基
金
残
高
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
財
政
の
硬
直
化
が
よ
り
一
層
進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
と
も
、「
行
政
改
革
大
綱
」
に
よ
る
改
革
と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
山
梨
行
動
計
画
」
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
限
り
あ
る
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
行
政
運
営
を
維
持
・
確
保
で
き
る
財
政
構
造
の
構
築
に
努
め
ら
れ
た
い
。

4
財
産
に
つ
い
て

①
公
共
事
業
等
に
伴
う
取
得
用
地
の
う
ち
未
登
記
の
も
の
は
、
当
年
度
取
得
分
550筆

余
を
含
め
、
平
成
20年

度
末
累
計
で
4,100筆

を
超
え
て
い
る
。

県
有
財
産
の
適
正
管
理
の
観
点
か
ら
、
未
登
記
の
解
消
に
向
け
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

②
土
地
や
建
物
の
面
積
に
つ
い
て
、
決
算
報
告
書
の
中
に
公
有
財
産
台
帳
へ
の
登
録
漏
れ
や
誤
り
訂
正
に
伴
う
も
の
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

5
そ
の
他本
県
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
公
費
の
不
適
正
支
出
が
判
明
し
て
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
て
お
り
、
再
度
、
物
品
購
入
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
他
県

に
お
い
て
は
会
計
検
査
院
が
実
施
し
た
、
国
庫
補
助
事
業
の
事
務
費
等
の
検
査
で
、
物
品
購
入
に
係
る
不
適
正
な
事
務
処
理
が
多
数
指
摘
さ
れ
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
平
成
20年

度
を
対
象
と
し
た
今
年
度
の
定
例
監
査
に
お
い
て
、
物
品
購
入
に
係
る
事
務
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
重
点
的
に
監
査
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
物
品
購
入
代
金
の
支
出
や
物
品
購
入
時
の
検
収
に
一
部
不
適
切
な
事
務
処
理
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
四
号

平
成
二
十
一
年
十
一
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計

の
決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

１
　
決
算
の
認
定
に
係
る
議
会
の
議
決
　
認
定

２
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
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